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時
」

一

L-;
正
措

1
1
1
1用

事
業
に

り
て
、

4
1
1
1の
娠
興
策
一
ざ
す
べ
き
で
あ
る
と
捉
乏
し
て
一日

刊

行

抗

日

は

4
一合
跡
地
分
担

T
五
円
平
方
米
一
号
に
対
す
る
結
論
告
出
す
考
二

m
L
一

品
一
;
，
，
持
持
続
わ
か
?
に
つ
い
て

苦
う
か
カ
E
V
I
lν

一い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
ζ

の
一

;

b
一

一

一
「
l
i
l
-
-」

1

1
1
11
ト
ト
い
い
い

l
h
い
ト
い
い
十

一

一

5
0

一
畳
分
譲
し
て

ρ
る
と
こ
ろ
で
あ
-え
で
あ
る
。

二
l
i
li
-
-41

1
1
1
」
川
川
汁
日
川
J
川
ぺ
1
|
|

答

先
般
、
発
表
さ
れ
た
商
一よ
う
な
閥
振
協
の
需
を
十
分
づ

一

i

l
i
l
i-
-
E

二

山

中

要

一

2
会

一押

瓶

臨

推

認

戸

一

一

一

i
事

1
1副
副
型
国
民
田

昌
・
・
直
田
沼

一一

ーl
r
'
y

一

e
l

d

-刑
務
所
跡
地
処
分
に
つ
い
て

娠
協
の
中
間
報
告
に
よ
る
と
、

一ふ
ま
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
.
一

中

心

街

小

学

校

の

統

一

・

2

園
面

畠
圃
=
二

丁
I

L

-

-

-

H

H

〓
じ
十

甲
府
市
商
業
の
現
状
は
予
想
以

-

一

一

μ
圃

E--EE---f一一

一

一

高
佼
の
選
疲
制
度
に
つ

い
て

一
合
、
当
面
考
え
は
な
い
一

一.

必

'

薗

聞

語

圏

吻

『

一一

宮
島
雅
度

一新
政
さ
プ
一湾
一
智
弘
一
色
岨
暖
雌
医
つ
山
中
ぺ

↑

一

一

-hEE--哩
曙
園

由

-
J

一
一

一

一

庁
舎
の
効
率
的
利
用
に
つ
い
て

一
育

一

一
問

穴
切
、
在
日
、
相
生
の
一

ー
圃

壁

画

刊

誌

明

凶
ご

一

寸
i
l
l
・
寸
|
|
|
よ
け
1
11
J
1
1
1
1
1
1

一
ハ

一
教

育

相

談

室

を

設

置

す

小
学
校
を
統
合
し
、
一

一校
に
一

;

恥

蝿

一思

Z
Z一

m
一一

一

一鴇
対
策
と
消
費
者
保
護
に
つ

一
朝

一

一学
区
編
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

一

幅

一
圃

嗣

-書

割

回

一
竺

安

正
左
宣
明
政
ク
ラ
プ
一ふ
る
主
連
動
と
支
告
つ
い
て

同

一

一

一

蜘

瞬

間
画
国

2
E堕
雌

F

地

一

一

一

一中
小
企
業
の
育
成
と
観
光
に
つ

一
一

一

一

一

答

本

市

の
児
童
語
、
市
一

泊

随

員

睡

-

翠

哩

芝

跡

二

一

一

5
1
3
6
1
E
4
2
1
!

主

E
一

I
、

守

・

〆

A
1
P
S
4
7
0
L

・
、

一
問
児
童
、
生
徒
の
健
全
育
一
巡
に
つ
い
て
現
在
の
と
こ
ろ
困
一
の
中
央
部
に
お
い
て
は
漸
減
傾
一

語

圏

随

一

言

?

E

T

-
-

ι

|

|

|

甘い
|

|

I

l

l

-

-

函

一
斑

V

ヒ
L
完

口

並

土

小

ヌ

ヘ

1
l
ヌ

一成
を
図
る
た
め
父
母
岳
対
象
と
一般
な
よ
う
で
あ
る
@
一
向
、
市
の
周
辺
部
は
増
傾
向
一

E
R
--E聖

一

山

岡

高

一
一

一

一望
事
調
と
第
三
次
実
施
計

会
一

一
町

一
馬

t
ノ

一

時

三

コ

J

v

ノ

一し
た
教

3
5
1
2
Zて

充
実
す
る
ζ

一

を

も

っ

て

お

り

、

い

わ

ゆ

る

ド

一

望

圏

一

回

一

合

二

l

l
一

一
函
都

ur--?

一
一
駅

一

一と
聞
い
が
、
室
長
に
管
震
相
一
と
は
重
要
だ
が
、
1
2
1
ナ
ツ
現
象
を
示
し
て
い
る
。

一

ふ

醤

闘

量

一

十

一
制
一

τ次
E
公

正

ク

ラ

一

プ

ロ

難

誘

活

わ

い

て

議
一

一
時

一

商

振

協

商

調

協

の

意

向

を

汲

ん

で

対

応

一

当

日

立

い

が

一担

当

諮

問

一説

明

一

一駐

日

一

瞬

間

一

明

子

L
l
L鴎
慨
陪

E

K
M
一

一

一全
育
成
を
ね
ら
い
と
し
て
悩
芳
突
し
て
い
き
た
い
と
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一
般
質
問
は
、
三
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
三
日
間
に
わ
た
り
、
武
川
和

好

(
共
産
党
)
、

上
田
英
文
(
政
和
会
)
、
中
込
孝
文
(
社
会
党
〉
、
溝
口

-
雄

(
公
明
党
)
、

山
中
繁
芳

(
政
友
会
)
、
宮
島
雅
展

(
新
政
ク
ラ
ブ
)

畏
瀬
正
左
衛
門

(
明
政
ク
ラ
ブ
)
、
秋
山
懐
次
郎

(
公
正
ク
ラ
プ
)
の
八
氏

が
各
党
派
を
代
表
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
予
算
の
内
容
、
教
育
行
政
、
駅

近
代
化
等
当
面
す
る
市
政
の
問
題
点
を
中
心
に
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し

た
。
モ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

面画閤-描画

EJJJ:γ官
圃なら・:ベ-

-手!Iiコi

~~ ・

τ~' 'A.~ ...... 司

FF唱l

昭
和
五
+
六
年
三
月
定
例
会

質

問

要

旨

r. 
会

氏
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第 49号り

予算特別委員会

よだA、
;z>; 議市府昭和 56年 5月 1日(3) 

一…一
委
員
会
で
は
、
最
初
に
予
算
一る
い
は
剰
余
金
や
不
用
額
の
状
一実
胞
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
一
を
ふ
ま
え
て
、
毎
年
度
ロ

1
リ

全
般
に
対
す
る
基
本
的
な
点
に
一況
な
ど
本
市
の
財
政
分
析
も
行
一市
民
の
理
解
を
得
る
観
点
か
一
ン
グ
方
式
に
よ
り
策
定
さ
れ
る

つ
い
て、

総
括
質
問
を
行
い
ま
一い
活
発
な
論
議
が
交
さ
れ
ま
し
一ら
、
財
政
臼
轡
吾
作
成
す
る
よ
一
計
画
で
あ
っ
て
、
当
該
年
度
を

し
た。

そ
の
な
か
で
明
ら
か
に
一た。

一う
要
望
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
一
基
調
と
し
て
、
後
年
度
の
計
因

さ
れ
た
点
と
要
望
意
見
の
主
な
一

・

地

方

財

政

の

τた
。

一

期

間

内

の

事

業

、

財

政

の

見

通

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一

確

立

を

一

・

三

か

年

実

施

τを
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
市
財
政
運
営
に
つ

一

一

一

い
て、

昭
和
五
十
六
年
度
予
算
一

そ
の
な
か
で
、
特
に
地
方
財
一

計

画

一

・

下

水

道

事

業

は
、
国
の
財
政
方
針
や
先
行
き
一政
の
確
立
と
自
主
財
源
確
保
の
一
新
総
合
計
画
の
三
か
年
実
施
一

の

見

通

し

は

警
戒
要
因
の
多
い
社
会
経
済
情
一た
め
に
、
国
の
地
方
行
財
政
制
一計
画
の
性
格
を
質
し
た
の
に
対
一
次
に
、
下
水
道
事
業
の
今
後

勢
等
地
方
財
政
を
と
り
ま
く
厳
一度
の
該
本
的
な
改
善
と
国
有
資
一し
て
は
、
当
局
か
ら
、
新
総
合
一

し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
河
口
一産
等
所
在
市
交
付
金
な
ど
を
一

一計
画
の
実
施
計
画
は
、
基
本
計
一
の
見
通
し
と
料
金
改
定
が
お
く
れ

市
長
が
新
総
合
計
画
の
達
成
を
一般
固
定
資
産
税
並
み
に
引
上
げ
一回
を
具
体
的
な
事
実
施
に
結
一た
理
由
に
つ
い
て
質
し
た
の
に

め
ざ
し
て
積
極
的
な
予
算
編
成
一る
乙
と
を
市
長
会
等
を
通
じ
一
び
つ
け
る
た
め
、
=
一
年
を
計
画
一
対
し
て
は
、
下
水
道
事
業
は
、

を
行
っ
た
姿
勢
を
評
価
す
る
な
一て
、
な
お
一
層
強
力
に
図
へ
働
一
期
間
と
し
て
社
会
経
済
情
勢
の
一
現
在
の
試
算
で
は
、
昭
和
六
十

か
で
、
起
債
の
見
通
し
、
財
政
一き
か
け
る
こ
と
。
本
市
の
財
政
一
動
向
、
市
民
の
想
向
等
の
変
化
二
一
年
度
ま
で
に
は
人
口
比
で
六

力
指
数
、
経
常
収
支
比
率
、
あ
一

圃

一

一

般

会

計

予

算

一

上
に
努
め
る
ζ

と
。
一
商
工
業
者
に
与
え
る
影
響
に
対
一

自
主
防
災
組
識
と
消
防
団
と
一
あ
り
、
歳
入
は
厳
し
く
と
ら
え

圃

一

一
点
字
フ
ロ
ッ
ク
の
再
点
検
を
一
す
る
対
応
策
を
早
急
に
確
立
す
一の
関
連
を
明
確
に
し
て
、
緊
急
一
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

圃

一

歳

出

一

行
う
な
ど
障
害
者
の
住
み
よ
い
一
る
こ
と
。

一時
の
活
動
に
支
障
の
な
い
よ
う
一
市
税
徴
収
に
あ
た
っ
て
は
、
自

圃

一

〔援
会
費
d

議
会
図
書
室
を
一町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
き
め
一
(
土
木
費
)
動
物
公
園
建
設
一十
分
配
慮
す
る
と
と
。
一
主
納
税
の
育
成
強
化
や
口
座
摂

圃

一

よ
り
活
用
し
や
す
く
整
備
充
実
一細
か
い
配
慮
を
す
る
ζ

と。

一構
想
の
安
託
に
、
都
市
計
聞
の
一
(教
育
費
)
国
体
の
選
手
強
一
込
制
度
の
北
口
及
を
図
り
鋭
意
努

圃

一す
る
と
と
。

一

民
生
委
員
の
推
薦
に
あ
た
っ
一認
可
等
の
折
衝
が
長
期
化
す
る
一化
の
一
環
と
し
て
、
社
会
体
育
一
力
す
る
と
と
。

園

一

(義

費

)

駿
員
研
修
セ
ン
一て
は
、
厳
務
の
活
動
実
般
を
ふ
一
塁
に
は
、
再
度
検
討
し
量
一と
の
連
携
を
十
分
保
ち
な
が
ら
一

特

別

会

計

予

算

圃
島
一
タ
l
は
、
職
員
の
自
主
研
修
や
一ま
え
、
年
令
、
在
任
年
数
な
ど
一な
配
慮
を
も
っ
て
対
処
す
る
こ
一学
校
体
育
の
部
活
動
の
振

R
t
一

ヨ
ー一
厚
生
面
を
も
配
慮
す
る
と
と
も
一号
十
分
考
慮
す
る
な
か
ぞ
人
選
一と

。

一

つ

と

め

、

種

目

別

の

優

秀

選

手

一

(

下
水
道
事
業
一特
別
会
計
)

一

J
委
一
に
市
民
の
自
治
学
習
を
助
長
す
一
が
行
わ
れ
る
よ
う
善
処
す
る
こ
一
甲
府
市
の
イ
メ
ー
ジ
7
y
プ
一を
指
導
育
成
し
て
い
く
ζ

と
。
一
使
用
料
改
定
に
つ
い
て
、
料
一

別
一
る
場
と
し
て
も
多
目
的
に
利
用
一
と
。

-に
つ
な
が
る
緑
化
推
進
事
業
は
-

学
校
一
凶
器
開
司
書
に
対
す
る
一
金
体
系
を
細
分
化
し
、
大
口
市
山
一

特
一
で
き
る
も
の
を
建
設
す
る
万
十
一

〔

-
f
:
c
z
E三

一
室
告
の
負
担
地
を
悶
る
配
慮
と
一

る一
が
一示
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
問一

予

算

特

別

委

員

長

報

告

(

要

国

国

)

一

均

等

割

問

な

華

料

金

制

Z一

す
一
民
が
抵
抗
な
く
利
用
で
き
る

i

f
-
-

:
j
d

一
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一

査
一
う
名
称
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
一
(衛
生
費
)
有
価
物
回
収
の
一
総
合
的
に
強
力
に
推
進
す
る
ζ

一
本
市
の
基
本
的
な
方
針
を
問
ら
一
(
病
院
事
業
会
計
)
当
局
か
一

審
一
す
る
ζ

と。

一報
奨
金
申
請
手
続
き
を
簡
略
化
一
と
。

一
か
に
す
る
こ
と
。

一ら
、
医
彼
殿
山
川
及
び
施
設
を
計
一

を
一

本
庁
の
駐
車
場
が
狭
い
の
で
一す
る
こ
と
。

一
(消
防
費
)
消
防
問
巡
滋
賀
一
教
員
の
派
遣
研
修
の
充
実
の
一
倒
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

一

算
一
甲
商
跡
地
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ一

都
市
美
化
に
対
す
る
市
民
意
一
の
標
準
的
経
伎
を
定
め
、
負
担
一
た
め
費
用
地
に
つ
と
め
る
ζ

一
医
師
、
右
越
的
等
の
勤
務
体
制
一

予
一

ン
タ
1
の
一
層
の
P
R
に
努
め
一識
の
啓
発
と
全
庁
的
体
制
を
整
一
区
分
を
明
確
に
し
て
、
税
外
負
一
と
。
一
を
検
討
し
て
空
旅
の
効
率
的
利
一

一る
乙
と
。

一ぇ

、

六

十

一

年

国

体

に

同

つ

三

担

の

解

消

川

を

示

す

こ

と

。

一

歳

入

↑

用

を

凶
り

、
薬
口
町
腕
入
の
よ
り
一

一
(民
生
費
)
生
活
保
護
関
係
一己
の
運
動
の
積
極
的
な
unえ
を
一
白
ヨ
骨

D
組
裁
の
み
位
促
進

一

一

適

正

化

に

努

め

、

活

気
あ
る
公
一

一の
相
談
室
の
設
置
な
ど
を
含
め
一図
る
ζ

と
。
一
を
凶
り
、
防
災
資
材
な
ど
の
光
一
市
税
の
滞
納
縦
越
分
が
全
体
一
刀
術
院
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
経
一

一福
祉
部
全
体
の
事
務
室
の
拡
大
一
(商
工
費
)
県
外
企
業
の
進
一
実
と
指
導
育
成
に
努
力
す
る
と
一
の

一パ

ー
セ
ン
ト
強
を
占
め
て
口
一
V
固
に
徹
し
て
い
く
と
の
決
意
が
一

を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
-出
や
中
央
道
全
面
開
通
が
本
市
-と

。

一

い

る

が

、

景

気
後
退
の
折
で
も
一一
示
さ
れ
た
。

一

内
疎

源

一

市

川

正

雄
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
供
用
開
始
を
一転
開
始
に
伴
う
維
持
管
理
費
の
一に
対
し
て
、
市
長
か
ら
、
老
人
-庖
街
の
再
開
発
に
つ
い
て
地
元
-い
う
よ
う
な
逆
線
引
き
あ
る
い

塩
野

婆

明

込

山

貴

雄

一

目
僚
に
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
一状
況
と
公
共
料
金
で
あ
る
と
い
一医
療
費
に
つ
い
て
は
国
が
新
し
一商
活
街
を
は
じ
め
関
係
各
機
関
一は
宅
地
並
み
課
税
と
い
う
と
と

飯
島

勇

鈴

木

豊
後
一
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
頃
一う
点
在
配
慮
し
た
た
め
現
在
に
一い
本
人
負
担
を
導
入
し
た
場
一と
十
分
協
議
し
、
そ
の
促
進
の
一
で
は
な
く、

十
分
な
話
し
合
い

溝
口

一

雄

堀

込

徳

二
出
さ
れ
る
聞
の
第
六
次
五
か
年
一至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一合
、
と
れ
を
無
料
化
す
る
こ
と
一た
め
の
努
力
を
す
る
と
と
。

一と
な
に
ゆ
え
に
宅
地
化
で
き
な

港
内

光

雄

山

中

繁

芳

一
計
図
の
推
移
を
み
な
い
と
現
時
一
今
回
の
改
定
も
一
一
一
年
聞
を
基
一に
よ
り
、
本
市
財
政
が
受
け
る
一O
農
援
法
に
基
づ
く
農
用
地
区
一い
か
、
の
実
態
調
査
を
行
い
、

早
川

武

男

小

沢

政

響
一
点
で
は
明
確
に
示
し
得
な
い
状
一
世
と
し
て
い
る
が
、
特
殊
な
事
一影
響
等
を
そ
の
時
点
で
当
然
考
一域
の
指
定
見
直
し
に
対
し
て
は
一区
画
整
理
事
業
な
ど
、
そ
の
隆

富

永

政

男

堀
口

菊

雄

一

況

で

あ

る

。

一

情

が

な

い

限

り

、

こ

の

料

金

で

一服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一指
定
除
外
の
住
民
要
望
が
強
力
一路
を
切
り
開
く
可
能
な
方
法
を

千

野

た

け

る

土

屋

直

一
ま
た
、
料
金
改
定
に
つ
い
て
一維
持
管
理
費
は
ま
か
な
え
る
一基
本
的
に
は
で
き
る
限
り
現
状
一に
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
一見
出
し
た
上
で
対
処
し
て
ほ
し

臼

井

成

夫

武

川

和

好

一
は
、
前
回
の
昭
和
五
十
一
年
の
一と
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し
一を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
一こ
と
と
思
う
が
、
実
施
に
あ
た
一ぃ。

中

西

久

三

井

五

郎
一
改
定
時
に
も
三
年
聞
を
予
定
し
一た。

一て
い
る
ー
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
一つ
て
は
、
地
戚
住
民
と
十
分
話
一O
市
立
病
院
の
運
営
に
あ
た
っ

た
計
闘
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
計
一

・

老

人

医

療

費

一ま

Lur
i
l
l
-
-
τ

合
い
煮
つ
め
た
上
で
、
書
肘
一て
は
、
院
長
在
中
心
に
医
務
局

園
期
聞
を
経
過
し
た
時
点
で
は
一

一

そ

の

他

の

主

一

的
な
決
定
を
す
る
ζ

と
。
ま
た
一と
事
務
局
が
一
体
と
な
っ
て
院

料
金
と
維
持
管
理
費
と
に
票
一

無

料

化

一

な

要

望

意

見

一

こ
れ
と
平
行
し
て
、
市
街
化
区
一内
の
不
合
理
な
面
を
是
正
し
、

な
か
っ
た
た
め
見
送
っ
て
き
た
一

次
に
、
老
人
医
療
費
無
料
化
一
1
1
l
I
I
l
l
1
1
1
1
1
一蹴
へ
の
編
入
の
希
望
が
根
強
い
一医
師
の
確
保
と
定
泊
化
を
図
る

こ
と
、
大
津
終
末
処
理
場
の
運
一に
対
す
る
考
え
方
を
質
し
た
の
一

そ
の
ほ
か
、
各
委
員
か
ら
出
一己
と
も
認
識
し
て
い
る
と
思
う
一と
と
も
に
、
医
税
大
学
附
属
病

一さ
れ
た
主
な
要
望
意
見
は
、
次
一
が
、
こ
れ
ら
は
、
広
域
圏
の
中
一院
開
設
に
よ
る
影
響
を
も
十
分

一の
と
お
り
で
す
。

一で
対
処
す
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
一調
査
検
討
す
る
な
か
で
、
総
点

一〈
〉
駅
の
近
代
化
に
伴
っ
て
中
央
一し
い
。

一検
を
行
い
、
な
お

一
一周
市
民
に

一商
庖
街
の
地
盤
沈
下
等
が
憂
慮
一
市
街
化
区
域
内
の
残
存
農
地
一親
し
ま
れ
る
病
院
と
し
て
、
医

さ
れ
て
い
る
が
、
全
市
的
な
商
一の
宅
地
化
に
つ
い
て
は
、
国
が
一療
体
制
の
万
全
を
期
す
る
と
と
。

甲
府
市
の
昭
和
五
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予
算
並
び
に
各
特

別
会
計
予
算
の
十
案
に
つ
い
て
予
算
特
別
要
員
会
は
、
七
日
間

に
わ
た
っ

て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計

長

予
算
と
下
水
道
事
業
及
び
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
の
各
特

員

別
会
計
予
算
の
一
ニ
案
は
、
多
数
を
も
っ
て
、
ま
た
他
の
七
つ
の

h
j
t

委

各
特
別
会
計
予
算
は
、
全
員
異
議
な
く
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の

1

1

ロ

と
お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

置

な
お
、
審
査
に
あ
た
っ
た
特
別
養
員
と
安
員
会
審
査
の
主
な

4
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委

員

長

樋
口
精
一

蚕

員

副
委
員
長

市

村

輝

男

上

回

英

文

小
河
原
正
平

人
間
尊
重
・
生
活
優
先
の
市
政
実
現
の
た
め
に

-
L
f

市

長

の

基

本

理

念

質

す

J
-

進む下水道工事

(単位千円〕

。生活環境整備のための事業 (20，179，824) 

公営住宅建設(城南第 2団地 584，110
道路舗装 351，678 
道路新設改良 836，970 
掘りょう改良(陣場橋、的手縮、荒川新橋ほか)

316，720 
下水道建設 5，品9，648

処理場築造 1，273，275 
公害対策 30，6ω 
都市公園連設(池田公園ほか 356，582

緑化縫進(学校、街路、庁舎、公園緑化 29，233

0産業振興、都市基盤のための事業 (3，345，315) 

商工業資金貸付 1，028，483 
観光基本計画策定 3，砧 5

農村婦人の家建設 34，532 
脱退等整備 121，800 

地籍調査 18，062 

林道整備 30，149 
都市計画話礎調査 18，661 

街路事業の施工(上阿原町寿町線、高畑町昇仙峡線
ほか 778，669

0行政サービス推進のための事業 (855，958) 

市民べんり版作成 8，030 
研修センター建設 325，304 
国民体育大会施設整備 412，αlO 

昭和56年度の主要な事業

。福祉向上のための事業 (19，∞5，217) 
身体節苫者福祉事業 127，836 

老人生きがし‘対策 25，116 

老人民!l.!1'l助成 1，163，316 

福祉センタ ー建設 410，602 

玉諸保育所改築 126，325 

母子家庭医療費助成 4，586 

救急医療体制整備 57，434 
帯那簡易水道事業 28，219 
勤労者福祉センター建設 175，518 
同和対策 312，634 
カ'ードレーノレ、カ ーブミラー設置 44，8∞ 
高度医療犠器の整備 (CTスキャンナー・ クリンソ

ーンシステムほか 117，α刀

防災費 217，043 

0教育文化振興のための事業 (4，182，715) 
小学校新築、増改築(相川小、仮称西部小、新紺屋

IJ、、穴切小 1，313，236
中学校改築(西中、南中 867，442

屋内運動窃改築(千代田小 73，0朗

フ'ーノレ建設(山城小 29，326
文化財保護 15，318 
体育奨励振興 26，472 

留守家庭児童会 20，018 
青少年健全育成 9，537 



(4) 

委員会審査

の主な内容

昭和 56年 5月1日りよだA、
;zs; 議市府甲第 49号

条
例
特
別
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
条
例
案
等
十
九
件
を
六

畳
日
聞
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
立
学

員
校
校
舎
等
使
用
料
条
例
等
の

一
部
改
正
、
下
水
道
条
例
の
一
部

曇
改
正
に
つ
い
て
賛
成
多
数
、

他
は
全
員
出
抗
議
な
く
当
局
原
案
の

瀬
と
お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

畏
審
査
に
あ
た
っ
た
符
別
安
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

安
員
長
畏
瀬
正
左
衛

門

副

委

民

長

原

因
正
八
郎

M
・
一
一
治
伊
宙
開
常

八
一

請

願

は

ど

う

処

理

さ

れ

た

か

一

「
請

願

・

陳

情

の

|

|

|

」

時

ら

れ

林

何

一

日
市

長

か

ら

結

果

報

告

H

一

「

|

|

|

審

査

結

果

し

一

採

択

さ

れ

た

も

の

小
林
康
作
早
川
悲
困
一
マ
仲
卸
業
者
に
か
か
わ
る
売
却
一
て
検
討
し
て
い
る
。

一

一

小
沢

2

2
震
一
面
積
の
不
公
平
是
正

(
叩
信
一
マ
宗
主
区
に
童

保

育

所

一

圏

圏

・

・

咽

・

一

ほ

か

)

一

一
水
道
委
員
会
」

一
央
卸
売
市
場
仲
卸
業
、
附
柳
一
設
置
F

仲
小
川
f
校
Y
に
字
引
保
一

・

E
凶
・
・
回
日
幽
・
一

O
「婦
人
L
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
一

O
水
道
局
所
有
地
の
優
先
限
渡

秋
山
慎
次
郎
岡
国

修

tr間
前

2
・
一
ノ
瀬
義
雄
ほ
一

2
4す
め
る
九
川
市
的

'
2一

E
E
-
-
E・
一

形

態

の
差
別
撤
廃
条
約
」
の
批
了
朗
自
町
長
・
山
田
票
ほ
か
)

-

一

か

)
H
仲
卸
業
必
死
一
脱
出
引
の
一

・
れ
刀
紀

rは
か
)
H
字
削
川
一
採
択
さ
れ
た
も
の
一
准
世
帯
(
第
一
|
三
一
間
山
梨
母
観
一
継
続
審
査
す
る
も
の

れ
る
よ
う
要
同
盟
し
た
の
に
対
し
一
の
華
宵
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
か
あ
り
ま
し
た
。
一
足
正
に
つ
い
て
は
、
墜
排
水
R
一
山
に
従
い
、
戸
別
に
処
刑
臥
す
へ

一

民
生
安
打
会
〕

一
大
会
実
行
委
U
H
長
・
山
本
つ
る
一

て
、
当
局
か
ら
、
精
神
的
、
営
一
観
光

Zに
つ
い
て
、
特
に
一
現
在
の
条
例
、
規
則
の
中
に
一
喜

一
一装

備

品

に

あ

U
せ
一
く
検
!

一
o
主
義
減
少
に
よ
る
一
代

)

一

「

総

務

委

員

会

U

一
業
賠
償
な
ど
の
裂
求
に
す
べ
一
中
央
自
動
車
道
の
全
回
開
通
を

τ、
す
で
に
死
文
化
し
て
い
る
一

?
亡
、
晶

子

十

i中
、
転
廃
業
者
に
一

O
平
和
憲
法
を

2意
志
喜
一

O
鏑
困
問
題

(
安
保
護

・
緒

と

詩

句

大

要

は

次

の

一

取

許

可

れ

わ

町

長

一

刊

誌

γ
1
M
M川
M
U一
日

託

料

開

問

山

一

設

の

ト

ド

れ

れ

主

計

川

上

唯

一

日

J
M
Mは
仰

は

ほ

一

M
M
U
U
M州
諸

サ

一

日

抑

制

限

鉱

山

由

幅

一

抑

制

一

尚

一刊

誌

山

口

十

時

間

山

一訪

れ

は

い

れ

ド

一M
I
M
-
M
M
M
M
M
一

中

山

川

市

昨

日

山

一

一

町

一

一

M
Mれ

れ

れ

i置
一

oれ

料

品

目

LA口

J
山
口
l
u
M引
け
か
)

一

日

出

口

出

一知

山

静

剤

一

一

山

間

一

市

部

一

一訪

れ

れ

日

付

勺

の

一

山

市

川

市

州

市

川

町

出

言

問

…

…

…

1
一

綿

一

同

一
一
一
一
一一

一

一

位

日

吋

1
M
M菊

十
か
年
の
行
動
計
一
闘
を
樹
立
し
一

1

・

I

r

b

t

一が
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
甲
府
市
下
水
道
条
例
の
一
郎
一

〔
総
務
委
員
会
〕

一
認
征
明
書
の
簡
略
化

(
山
引
章
一

〔
甲
府
駅
近
代
化
促
進
、
変

て
息
の
長
い
施
策
を
展
開
し
て
一

使

用

料

引

き

上

げ

等

で

論

議

一

甲

府

市

火

話

番

及

び

甲

一

改

正

一

3図
書
館
分
普
段
置
一
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
甲
府
支
一通
問
題
調
査
特
別
養
員
会
〕

い
く
、
と
の
盗
勢
が
一
示
さ
れ
ま
一

4
1

、y
-

ご

=
F

一
府
市
震
き
ゅ
う
自
動
車

条

例

の

一

一

(

叩

府

乙

ど

も

劇

場

・
畔
柳
佑
一
部
長
・
山
本
貞
治
)

一O
甲
府
駅
の
近
代
化
世
帯
(
甲
府

し
た
。

一

下

水

道

使

用

料

は

平

均

五

八

・

二

%

一
一
部
改
正

一セ

1
M
M
M
h
rに
釘

一

子

ほ

か

〉

一

O
甲
府
中
高
庖
霊
場
の
街
一
目

霊

会

々

長

・
申
込
蜜

一

弘

諮

問

一

出

一

瓦

州

割

引

一M

M
日

目

下

註

一日

同

日

刊

誌

混

同

日

一

け

い

は

間

一

一

川

知

一M
U
M打
取

れ

れ

い

一

れ

い

出

Fι
川
町
一
部
引
許

認

』

諮

問

時

四

時

間
害
者
の
た
め
に
点
字
に
つ
い
一

l
i
l
i
-
-一
か
ら
、
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
一で
あ
る
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
一
本
と
し
た
考
え
方
畳
一
訴
し
、
理
一両
し
て
い
る
な
か
げ
、

M
j書
に
対
す
る
補
償

〈
甲
府
市
約
一
〔
水
芸
員
会

一太
田
源
一
郎
ほ
か
)

て
も
行
政
を
広
げ
る
よ
う
要
望
一
甲
府

E
Z著
書
用
一
省
エ
ネ
の
時
代
で
も
あ
る
の
で
一言
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
え
一
雪
得
る
努
力
を
し
て
き
た
が
一設
、
設
備
の
警
告
ー
を
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府
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も
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府
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道
工
事
な
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共
事
業
一
屋
内
体
育
館
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す
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吉
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の
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を
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料
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と
る
べ
き
で
は
な
一
ま
た
、
夜
間
照
明
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設
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立
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稚
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れ
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〔
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す
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。
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